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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
    
本論文は，海底に敷設されるパイプラインの安全性を評価するに際して重要な項目の１つである

曲げ荷重、および曲げと外圧が同時に作用する場合の座屈強度に関して、有限要素法を用いて座屈

前の非線形変形挙動を考慮しつつその分岐座屈強度を求めることによって、初期不整の影響や塑性

化の影響も含めてその特性を明らかにしている。特に塑性化の影響に関しては、座屈時の塑性化の

程度を表すことの可能なパラメータを示し、その値が同じであれば、異なる直径と板厚の比、なら

びに降伏応力の異なる材料を用いたパイプであっても、同じ座屈強度を有していることを示してい

る。さらに、研究成果を用いることにより、労力を要する有限要素法を用いずに設計者が曲げ荷重、

および曲げと外圧が同時に作用する場合のパイプラインの座屈強度を推定することが可能になるこ

とを示している。 


